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事業対象
 最終的な対象

台東区立蔵前小学校
蔵前小学校在学児童

設計

２９年度

949,314

1,458,032

1,486,382

0

　 工事監理委託業務委託内容
国

区南部地域の年少人口は増加傾向にあり、蔵前小学校は学齢簿人口及び区の「人口ビジョン」の推計から判断しても既存施
設に教室を確保していくことは限界である。そのため、蔵前小学校の教室不足を解消し、安全で良好な教育環境を提供する。

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

4,693

0

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

235

評価の理由

実績

設計

 直接の対象

区の責務として児童数増加に対応すべく本事業で教育環境の整備を進めてきたが、計画どおり平成30年度で
事業終了となる。

平成29年度は改築工事のため、コストは大幅に増加しているが、学校要望等を考慮しながら工事の優先順位を
判断のうえ、経費節減に努めている。

- 173,337 1,481,689
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

73,337

２８年度

成果指標

-　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

-

-

３１年度

目標値

537,068　一般財源（区負担額） -

0

5,885

手段の適切性

3
評
価
の
視
点

評価

4

効率性

事
務
事
業
の
実
績 -　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

179,222

30.0 -工事進捗率

今後の方向性

廃止・
終了

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

蔵前小学校区域の流入人口増加に伴う児童数の増に対応すべく、本事業を進めてきたが、計画ど
おり平成30年度で工事は終了予定である。

粉じん・振動や、音の大きな工事のため、近隣には事前に看板や直接訪問して工程の説明を行うなど、充分な
配慮を行っている。また、仮校舎に移転しての工事のため、児童の安全対策に配慮せず工事監理に集中し施
工できている。

計画どおりに工事を進めることができている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 4

23,657

100,000

-

平成３０年度　事務事業評価シート

（３）社会を生き抜く力を育てる教育の推進

なし根拠法令等

事務事業名 蔵前小学校改築

平成

庶務課

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

蔵前小学校改築

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

⑤教育環境の整備

その他

一部委託

現校舎を改築し、将来の教室需要に的確に対応するとともに、多様な学習・指導方法に柔軟に応えられる教育環境を整備す
る。
平成２８年９月～平成２９年６月　　解体工事
平成２９年７月～平成３０年１２月　改築工事
※仮校舎（旧柳北小学校）：平成２８年９月～平成３１年１月（予定）

補助金の有無

1

財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

年度

２７年度

なし

-

179,222

-

２９年度

設計・解体工事 -％

２８年度

-

２７年度
単位

㎡

前回評価から29年度
に改善した事項

所
管

教育委員会

事業内容
[２９年度]

委託の有無

事業目的

実績

設計・解体工事

実績

2,694 -

指標の名称

工事（改築工事面積）

目標値

-

達成率


